
原発事故後の⾏く末

２０１１年３⽉１１⽇の東北⼤震災に引き続き起こった福島第⼀原発事故による放射線物質被
曝は現在も続いておりこれから何世代も影響が残ります。最近、福島第⼀原発との関連は分か
らないと慎重を期していますが⽇本国内で乳児の複雑な⼼臓奇形の⼿術件数が増加していると
いう論⽂ ( J Am Heart Assoc. 2019;8:e009486）が掲載されました。平成最後の町医者だ
よりはこの論⽂に関連したお話です。

複雑な先天性⼼臓奇形が増加

２００７年から２０１４年までの統計で２０１１年から１歳未満の乳児で複雑な⼼臓奇形⼿術
例が１４．２パーセント増えているという事です。この論⽂を⽬にした時、私を含めて来る時
が来たと感じた⽅が少なからずいらしたと思います。以前⽉１回市川市内の公⽴幼稚園に産業
医巡視で訪問していたのですが原発発事故後しばらく経って巡視した際に幼稚園の先⽣が放射
線測定器で測定すると園庭で針がかなり振れて特にスベリ台の下で数値が⾼かったと⾔ってい
ました。市川市も放射能汚染されていたのです。その時はピンと来なかったのですが、事の深
刻さが少し分かったのは２０１５年に出版された「終わりなき危機-⽇本のメディアが伝えない
、世界の科学者による福島原発事故研究報告書-ブックマン社」を読んでからです。衝撃的だっ
たのはその本の中に⽰されたウェブサイトの画像です（出版社はその画像を使⽤したかったよ
うですが断られたようです。Overview of the NARAC Modeling During the Response to 
the Fukusima Dai-ichi Power Plant Emergencyというタイトルで
http://www.ral.ucar.edu/events/fukushima/documents/Session1_Briefing3-
Sugiyama.pdf となっていますが何故かすごく⾒つけにくくなっています)。
⾚い帯であらわされた放射能の雲（プルーム）が関東にも
到達した画像です。翌⽇降った⾬がヨード１３１やセシウム
１３７による関東圏、恐らく⻄⽇本にまで及ぶ⼟壌汚染を
引き起こしました。それも深刻ですがもう⼀つの深刻な事は
特に⼦供たちが放射性物質を⾝体の中に取り込んでしまった事
で内部被曝を受けた事です。先の本を⾒ると、発がん率の上昇
以外に先天性奇形、特に脳神経系の奇形の増加、精神障害の
増加、セシウムの⼼臓への集積による⼼臓疾患の増加と甲状
腺への集積が⾼いことが語られています。ヨード１３１も甲
状腺に集積したはずですので甲状腺癌の増加は避けられない
と思います。福島県もそう考えているからこそ福島県⽴医⼤
に主に甲状腺を診る内科・外科を充実させたのだと思います。
先の産業医巡視の際に別の⽅の著書にあった安全デマ（安全で
す、安⼼ですと）に騙されてはいけないとも伝えていたことも思い出しました。誰が悪いとか
を議論することよりも冷静に医学的⽴場で事の成り⾏きを注視していく必要があります。そし
て、これからの⽇本を担う若い世代の⾏く末が明るい事を願わずにはいられません。
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